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109-107文書 109-103文書 109-98文書 109-97文書 109-61文書
23 「宋西北辺境軍政文書」に見える宋代文書書式とその伝達（伊藤）
一
八
文
書
を
取
り
上
げ
る
。
「
宋
西
北
文
書
」
一
〇
九
―
一
八
文
書
）
（（
（
１　
□（鄜）延
路
經
略
安
撫
使
司
（
墨
印
）
２　
　
□（准）
刑
案
關
、
准　
御
前
會
合
軍
馬
入
援
所
牒
、
今
來
措
３　
　
□（置）
近
潰
散
人
已
特
與
免
罪
。
許
令
經
所
屬
出
首
、
即
團
結
４　
　
□
管
押
赴
軍
前
使
喚
。
如
不
出
首
、
即
將
所
有
家
産
盡
□
５　
　
□（沒）入
官
。
父
母
妻
男
兄
弟
子
孫
、
並
收
管
禁
繫
、
晝
監
夜
□（禁）。
６　
　
□（告）名
賞
錢
壹
阡
貫
、
收
捉
得
獲
、
依
軍
法
施
行
。
内
弓
箭
７　
　
□（手）、
先
次
別
召
人
指
射
、
投
充
給
付
、
刺
手
背
應
副
使
□（喚）
８　
　
已
施
行
外
、
關
下
兵
案
、
照
會
施
行
。「
書 
吏 
楊 
誼 
寫
職 
級 
田 
裕 
對
」
９　
　
　
□（右）、
劄
付
第
七
將
。
詳
此
及
前
去
指
揮
、
疾
速
□
10　
　
　
□
施
行
。
仍
已
施
行
次
第
、
文
狀
申
來
。
准
此
。
11　
　
　
『
□（第）七
將
』
12　
　
□（靖）康
二
年
四
月
初
四
日　
　
　
　
　
　
　
〇
（
押
字
）
［
訳
］
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
［
が
発
出
す
る
］
受
領
し
た
刑
案
（
不
詳
）
の
関
文
書
に
よ
れ
ば
、「
受
領
し
た
御
前
会
合
軍
馬
入
援
所
の
牒
文
書
に
よ
れ
ば
、『
今
、
先
ご
ろ
［
御
前
会
合
軍
馬
入
援
所
の
潰
滅
に
よ
り
］
潰
滅
四
散
し
た
兵
士
た
ち
を
［
連
れ
戻
し
て
］
処
置
す
る
に
当
た
っ
て
、
特
別
に
［
逃
亡
し
た
］
罪
を
赦
す
。
所
属
の
部
隊
を
通
じ
て
自
ら
出
頭
さ
せ
、
た
だ
ち
に
彼
ら
を
集
め
て
勾
押
し
て
前
線
に
赴
き
［
以
前
の
よ
う
に
］
使
役
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
も
し
［
逃
亡
兵
た
ち
が
］
自
ら
出
頭
し
て
こ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
家
産
を
没
収
し
、
父
母
・
妻
・
息
子
・ 【資料５】「宋西北文書」109-18文書
24
兄
弟
・
子
孫
を
す
べ
て
一
日
中
監
禁
す
る
。［
逃
亡
兵
に
つ
い
て
］
密
告
し
た
も
の
は
報
奨
と
し
て
銭
一
千
貫
を
与
え
、［
逃
亡
兵
を
］
捕
ら
え
た
ら
軍
法
に
従
っ
て
処
分
せ
よ
。［
捕
ら
え
た
逃
亡
兵
の
］
内
、弓
箭
手
に
つ
い
て
は
、ま
ず
別
の
人
間
を
召
し
出
し
て
［
当
該
の
弓
箭
手
に
支
給
し
て
い
た
土
地
を
］
指
定
さ
せ
て
、
割
り
当
て
て
給
付
し
、
手
の
甲
に
入
れ
墨
を
施
し
て
処
置
し
て
使
役
せ
よ
。
す
で
に
施
行
し
た
こ
と
以
外
は
、［
経
略
安
撫
使
司
か
ら
］
関
文
書
を
兵
案
（
不
詳
）
に
下
す
の
で
、
連
絡
を
取
り
合
っ
て
施
行
せ
よ
。
　
右
［
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
］、
第
七
将
に
申
し
付
け
る
。
こ
の
命
令
及
び
以
前
に
降
さ
れ
た
指
示
と
を
詳
し
く
調
べ
、
迅
速
に
実
行
せ
よ
。
さ
ら
に
、
　
す
で
に
実
行
し
た
こ
と
の
次
第
を
、
文
書
に
記
録
し
て
上
申
せ
よ
。
准
此
。
　
　
　
『
第
七
将
に
送
る
』
　
　
　
靖
康
二
年
四
月
初
四
日
［
に
発
出
す
る
］　　
　
　
〇
（
押
字
）
　
本
文
書
は
、
御
前
会
合
軍
馬
入
援
所
が
壊
滅
し
た
直
後
、
逃
亡
兵
の
招
収
に
つ
い
て
御
前
会
合
軍
馬
入
援
所
か
ら
下
っ
た
指
示
が
、
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
を
経
て
鄜
延
路
第
七
将
に
通
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
書
に
登
場
す
る
刑
案
・
兵
案
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
経
略
安
撫
使
司
内
に
置
か
れ
た
部
局
で
あ
ろ
う
。
刑
案
か
ら
経
略
安
撫
使
司
に
関
文
書
が
送
ら
れ
、
経
略
安
撫
使
司
か
ら
兵
案
に
「
関
も
て
下
」
し
て
い
る
よ
う
に
、
平
行
文
書
で
あ
る
関
文
書
が
や
り
取
り
さ
れ
て
い
る
と
思
し
き
点
が
気
に
な
る
が
、
関
文
書
は
関
係
す
る
事
柄
に
つ
い
て
の
文
書
伝
達
の
際
に
も
使
用
さ
れ
う
る
の
で
［
山
崎
二
〇
一
〇
］、
そ
の
場
合
に
は
上
下
関
係
が
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
さ
て
、
こ
の
一
〇
九
―
一
八
文
書
は
上
端
が
截
断
さ
れ
て
い
る
が
、
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
・
鄜
延
路
都
総
管
司
か
ら
発
出
さ
れ
た
他
の
文
書
も
参
考
に
特
徴
を
挙
げ
れ
ば
、
①
文
書
冒
頭
に
発
出
主
体
（
＝
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
）
の
墨
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
事
書
に
相
当
す
る
部
分
を
低
く
書
き
始
め
る
こ
と
、
③
事
書
よ
り
低
い
位
置
か
ら
「
右
、
箚
付　
宛
先　
（
＝
第
七
将
）」
で
始
ま
る
本
文
を
記
し
、「
准
此
」
で
結
ぶ
こ
と
、
④
発
出
責
任
者
の
署
名
が
無
く
押
字
の
み
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
る
。
以
上
に
基
づ
き
、
赤
木
氏
は
図
３
（
６
）
の
書
式
を
復
元
し
て
い
る
［
赤
木
二
〇
一
二
］。
　
こ
の
よ
う
な
書
式
は
、『
司
馬
氏
書
儀
』
や
『
慶
元
條
法
事
類
』
に
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
宋
西
北
文
書
」
中
に
お
け
る
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
な
ら
び
に
都
総
管
司
か
ら
鄜
延
路
第
七
将
に
宛
て
て
発
出
さ
れ
た
文
書
す
べ
て
に
共
通
し
て
お
り
、
文
書
の
内
容
か
ら
下
達
文
書
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、『
三
朝
北
盟
会
編
』
の
次
の
記
述
が
興
味
深
い
。
25 「宋西北辺境軍政文書」に見える宋代文書書式とその伝達（伊藤）
『
三
朝
北
盟
会
編
』
巻
八
六
、
靖
康
二
年
三
月
二
十
五
日
乙
卯
兵
馬
大
元
帥
劄
子
下
東
平
府
、
會
合
諸
路
人
馬
前
去
京
城
。
據
西
道
總
管
王
大
資
三
月
初
九
日
狀
、
及
知
西
京
外
宗
正
寺
文
字
稱
、
准
永
興
軍
路
安
撫
使
范
左
丞
回
報
、
并
沿
邊
四
路
帥
臣
各
率
兵
馬
已
在
陝
府
。
…
（
中
略
）
…
。
今
仰
東
平
府
照
會
、
仍
批
請
口
食
三
日
附
帶
前
去
。
右
、
劄
付
知
東
平
府
安
撫
盧
待
制
。
准
此
。
こ
の
史
料
で
は
、
宗
室
で
唯
一
金
軍
に
よ
る
開
封
占
領
か
ら
逃
れ
て
い
た
康
王
・
趙
構
（
＝
兵
馬
大
元
帥
、
の
ち
の
南
宋
・
高
宗
）
が
臨
時
に
兵
馬
大
元
帥
府
を
開
き
、
軍
事
力
の
糾
合
の
た
め
に
東
平
府
に
対
し
て
「
箚
子
」
を
下
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
そ
の
「
箚
子
」
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
句
「
右
、
劄
付
東
平
府
安
撫
盧
待
制
。
准
此
。」
に
着
目
す
れ
ば
、
一
〇
九
―
一
八
文
書
な
ど
と
同
様
の
書
式
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
一
〇
九
―
一
八
文
書
の
よ
う
な
書
式
を
備
え
た
文
書
が
箚
子
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
　
さ
て
、
こ
の
箚
子
と
は
唐
代
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
い
文
書
名
称
で
あ
り
、
宋
代
に
出
現
し
て
以
降
、
金
・
元
・
明
・
清
代
に
お
い
て
も
頻
見
す
る
。
宋
代
の
箚
子
は
発
出
の
際
の
手
続
き
を
簡
略
化
し
、
利
便
性
・
緊
急
性
を
追
求
し
た
文
書
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
［
平
田
二
〇
一
二
（
一
九
九
四
）、
二
七
五
頁
］。
そ
し
て
、
宋
代
の
箚
子
が
使
用
さ
れ
る
場
や
有
す
る
機
能
に
つ
い
て
は
、
①
臣
僚
の
上
奏
の
際
の
上
殿
箚
子
や
軍
機
上
の
上
奏
、
②
宣
勅
を
降
さ
な
い
際
に
中
書
門
下
・
尚
書
省
や
枢
密
院
か
ら
の
文
書
発
出
、
③
路
級
あ
る
い
は
路
級
以
上
の
官
司
か
ら
の
下
達
、
④
寺
観
な
ど
へ
の
下
達
、
⑤
外
交
交
渉
時
に
使
用
さ
れ
る
白
箚
子
や
臣
僚
の
上
奏
時
に
見
ら
れ
る
白
箚
子
、
⑥
任
命
文
書
、
⑦
三
省
や
枢
密
院
か
ら
翰
林
学
士
院
へ
送
ら
れ
る
平
行
文
書
（
＝
箚
送
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
非
常
に
広
範
囲
に
亘
っ
て
使
用
さ
れ
、
多
様
な
機
能
・
役
割
を
有
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
）
（（
（
。
　
「
宋
西
北
文
書
」
に
見
え
る
箚
子
は
経
略
安
撫
使
司
あ
る
い
は
都
総
管
司
か
ら
鄜
延
路
第
七
将
に
発
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
り
、
以
上
の
箚
子
の
機
能
の
う
ち
、
③
路
級
あ
る
い
は
路
級
以
上
の
官
司
か
ら
の
下
達
に
相
当
し
よ
う
。
南
宋
期
に
は
、
軍
事
の
大
権
を
保
持
し
た
四
川
安
撫
司
や
「
便
宜
行
事
」
を
許
さ
れ
た
安
撫
司
が
箚
子
を
降
す
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
路
官
や
統
兵
官
な
ど
が
軍
事
に
関
連
し
て
箚
子
を
濫
発
し
て
お
り
そ
れ
に
対
し
て
禁
令
が
下
さ
れ
た
こ
と
、
宣
撫
司
や
総
領
所
な
ど
が
州
や
県
に
対
し
て
箚
子
を
下
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
、
地
方
文
書
行
政
に
お
け
る
下
達
文
書
と
し
て
の
箚
子
が
一
般
化
し
て
い
た
こ
26
と
が
窺
い
知
れ
る
［
平
田
二
〇
一
二
（
二
〇
〇
七
）、
三
〇
九
―
三
一
二
、
三
一
六
―
三
一
七
頁
］。
　
「
宋
西
北
文
書
」
に
見
え
る
箚
子
と
は
、
両
宋
交
替
期
に
お
け
る
陝
西
地
域
の
緊
迫
し
た
軍
事
情
勢
を
反
映
し
緊
急
に
発
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
り
、
南
宋
期
に
頻
見
す
る
箚
子
の
用
法
）
（（
（
の
先
駆
け
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
箚
子
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
出
現
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
次
の
史
料
が
参
考
に
な
る
。
『
宋
会
要
輯
稿
』
儀
制
五
―
二
〇
、
徽
宗
建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
正
月
十
八
日
　
徽
宗
建
中
靖
國
元
年
正
月
十
八
日
、
刑
部
狀
：
永
興
軍
路
安
撫
都
總
管
司
奏
：
逐
司
契
勘
、
久
來
行
遣
文
字
、
除
不
係
統
攝
及
轄
下
州
軍
去
處
、
並
行
公
牒
外
、
有
管
下
縣
鎭
・
將
領
・
訓
練
官
司
之
類
、
並
同
劄
子
行
下
、
近
覩
文
書
令
内
無
劄
子
式
。
本
部
尋
批
送
大
理
寺
、
參
詳
、
經
略
安
撫
使
或
都
總
管
・
鈐
轄
等
司
、
事
體
稍
重
於
管
下
縣
鎭
・
將
分ママ
︻
領
︼・
訓
練
之
類
官
司
、
雖
別
無
許
用
劄
子
條
式
、
其
逐
司
自
來
舊
例
用
箚
子
去
處
、
欲
依
舊
施
行
。
從
之
。
こ
の
史
料
に
拠
れ
ば
、
北
宋
徽
宗
期
の
初
め
に
は
路
か
ら
県
鎮
・
将
領
・
訓
練
官
な
ど
に
対
し
て
箚
子
を
下
す
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
た
も
の
の
、
文
書
令
に
は
「
箚
子
式
」
の
規
定
が
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
結
果
と
し
て
、
箚
子
を
使
用
す
る
規
定
が
な
く
と
も
、
こ
れ
以
前
の
慣
例
に
従
っ
て
箚
子
を
使
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
本
来
は
中
書
や
枢
密
院
か
ら
下
さ
れ
る
下
達
文
書
で
あ
っ
た
箚
子
の
使
用
領
域
が
地
方
文
書
行
政
に
も
拡
大
さ
れ
、
そ
の
利
便
性
や
緊
急
性
の
た
め
に
南
宋
期
に
入
る
と
特
に
軍
事
に
関
連
し
て
時
に
濫
発
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
）
（（
（
。
（
四
）
帖
文
書
　
「
宋
西
北
文
書
」
に
は
一
件
の
み
、
鄜
延
路
第
七
将
が
発
出
し
た
文
書
が
あ
る
。
「
宋
西
北
文
書
」
一
〇
九
―
六
六
文
書
）
（（
（
１　
第
七
將
２　
　
右
、
今
差
）
（（
（
人
准
此
。
堅
勒
漢
弓
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３　
　
箭
手
第
三
十
一
指
揮
蘇
玘
壹
名
４　
　
送
本
指
揮
知
）
（（
（
在
。
別
聽
本
將
指
５　
　
揮
、
仍
取
知
管
文
狀
連
申
。
建
６　
　
炎
元
年
六
月
初
七
日
７　
　
　
『
差
』「
李
懷
」『
限
』「
一
」『
日
』
８　
將　
　
　
　
　
　
　
〇
（
押
字
）
［
訳
］
［
鄜
延
路
］
第
七
将
［
が
申
し
付
け
る
］
右
［
の
こ
と
が
ら
に
つ
き
］、今
人
を
派
遣
す
る
の
で
、そ
の
［
人
物
の
伝
え
る
］
通
り
に
せ
よ
。
漢
弓
箭
手
第
三
十
一
指
揮
の
蘇
玘
を
拘
束
し
て
本
指
揮
（
＝
漢
弓
箭
手
第
三
十
一
指
揮
）
に
移
送
さ
せ
る
の
で
、
留
め
置
け
。
こ
れ
と
は
別
に
本
将
（
＝
鄜
延
路
第
七
将
）
の
指
示
に
従
い
、
さ
ら
に
身
元
確
認
の
文
書
を
作
成
し
て
続
け
て
上
申
せ
よ
。
建
炎
元
年
六
月
七
日
［
に
発
出
す
る
］
「
李
懐
を
派
遣
す
る
。
一
日
に
限
れ
。」
将
（
＝
第
七
将
将
官
）　　
　
　
　
　
〇
（
押
字
）
　
こ
の
一
〇
九
―
六
六
文
書
に
つ
い
て
、
孫
継
民
氏
は
上
申
文
書
と
見
な
し
て
い
る
が
［
孫
継
民
二
〇
〇
九
、
一
二
七
頁
］、
書
式
や
機
能
を
深
く
分
析
し
た
赤
木
氏
は
明
ら
か
に
下
達
文
書
で
あ
る
と
指
摘
す
る
［
赤
木
二
〇
一
二
、
六
六
、
七
九
頁
］。
赤
木
氏
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
本
文
書
で
は
「
鄜
延
路
／
第
七
將
／
司
之
印
）
（（
（
」
と
い
う
朱
方
印
が
文
頭
・
中
間
・
文
末
に
一
つ
ず
つ
、
計
三
箇
所
に
捺
さ
れ
る
と
い
う
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
向
け
て
発
出
さ
れ
る
下
達
文
書
に
特
有
の
押
印
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
）
（（
（
。
さ
ら
に
書
式
に
つ
い
て
は
、
本
文
が
「
右
」
で
始
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る
点
、
本
文
に
続
け
て
改
行
せ
ず
に
年
月
日
が
記
さ
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
よ
り
、
一
〇
九
―
六
六
文
書
は
、
形
式
が
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、統
属
関
係
に
あ
る
官
司
間
の
下
達
文
書
に
使
用
さ
れ
る
帖
式
の
変
形
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
帖
式
は
末
尾
に
「
発
出
責
任
者
＋
押
字
」
が
あ
る
べ
き
だ
が
、
本
文
書
八
行
目
の
大
書
さ
れ
た
「
將
」
が
発
出
責
任
者
で
あ
る
鄜
延
路
第
七
将
の
将
官
を
示
し
、
下
部
の
押
字
が
将
官
の
自
署
と
考
え
ら
れ
る
）
（（
（
。
　
宋
代
の
帖
式
文
書
の
事
例
は
乏
し
い
た
め
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
唐
代
で
は
、
人
の
呼
び
出
し
や
物
品
滞
納
の
催
促
、
も
し
く
は
人
畜
・
物
品
の
徴
発
に
関
わ
っ
て
発
出
さ
れ
、
同
時
に
命
令
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
伝
達
す
る
人
間
に
与
え
る
通
行
許
可
証
と
し
て
の
役
割
も
併
せ
持
っ
て
い
た
）
（（
（
。
そ
し
て
、
通
行
許
可
証
と
し
て
発
給
さ
れ
た
帖
式
文
書
は
、
呼
び
出
さ
れ
た
人
々
や
徴
発
さ
れ
た
物
品
、
あ
る
い
は
命
令
伝
達
後
に
帰
還
し
た
人
物
と
と
も
に
、
発
出
元
へ
移
動
し
た
も
の
も
見
ら
れ
る
と
い
う
）
（（
（
。
一
〇
九
―
六
六
文
書
は
、
蘇
玘
の
移
送
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
李
懐
が
伝
達
し
て
彼
の
移
動
を
保
証
す
る
通
行
証
と
し
て
も
機
能
し
、
李
懐
が
蘇
玘
を
移
送
し
て
鄜
延
路
第
七
将
へ
帰
還
し
た
際
に
、
発
出
元
の
鄜
延
路
第
七
将
に
返
還
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
本
文
書
の
宛
先
に
つ
い
て
は
省
略
さ
れ
て
お
り
文
書
中
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
掲
一
〇
九
―
九
〇
文
書
と
の
関
係
性
に
鑑
み
れ
ば
漢
弓
箭
手
第
三
十
一
指
揮
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
将
」
と
そ
の
統
属
下
に
あ
る
指
揮
と
の
間
で
は
、
状
式
と
帖
式
に
よ
る
文
書
伝
達
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
五
）
そ
の
他
の
文
書
伝
達
　
こ
の
ほ
か
、「
宋
西
北
文
書
」
の
各
文
書
内
容
か
ら
も
、
文
書
伝
達
の
授
受
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
鄜
延
路
第
七
副
将
か
ら
鄜
延
路
第
七
将
に
向
け
て
発
出
さ
れ
た
前
掲
一
〇
九
―
六
四
文
書
に
、「
准
第
七
將
牒
四
道
」
と
あ
り
、
鄜
延
路
第
七
副
将
が
鄜
延
路
第
七
将
の
発
出
し
た
牒
式
文
書
四
通
を
受
領
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
宋
代
の
牒
式
文
書
は
汎
用
性
が
高
く
、
統
属
関
係
に
あ
る
上
申
・
下
達
文
書
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
［
赤
木
二
〇
〇
八
、
九
六
―
九
七
頁
／
二
〇
一
三
ｂ
、
五
五
―
五
七
頁
／
平
田
二
〇
一
二
（
二
〇
〇
九
）、
三
二
四
―
三
二
八
頁
］。「
牒
」
の
一
文
字
か
ら
で
は
そ
の
機
能
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、一
〇
九
―
六
四
文
書
を
発
出
し
た
鄜
延
路
第
七
副
将
が
鄜
延
路
第
七
将
に
対
し
て
状
式
文
書
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
が
統
属
関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
四
通
の
牒
文
書
は
統
属
関
係
に
あ
る
官
司
間
で
使
用
さ
れ
る
下
達
文
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
金
湯
城
か
ら
鄜
延
路
第
七
将
へ
向
け
て
発
出
さ
れ
た
一
〇
九
―
七
一
文
書
に
も
「
准
使
將
牒
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
こ
の
「
使
將
」
と
は
鄜
延
路
第
七
将
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
拠
れ
ば
、
鄜
延
路
第
七
将
か
ら
統
属
下
に
あ
る
堡
寨
や
副
将
に
向
け
て
発
出
さ
れ
る
下
達
文
書
に
は
、
牒
式
が
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使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
、
鄜
延
路
第
七
将
か
ら
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
へ
の
文
書
伝
達
に
つ
い
て
は
、
一
〇
九
―
一
八
文
書
で
御
前
会
合
軍
馬
入
援
所
の
大
敗
後
に
生
じ
た
逃
亡
兵
の
招
収
に
関
し
て
、
措
置
が
完
了
し
た
こ
と
に
つ
い
て
そ
の
経
緯
を
「
文
狀
」
に
よ
り
「
申
來
」
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鄜
延
路
第
七
将
か
ら
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
へ
文
書
を
伝
達
す
る
行
為
が
「
申
來
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
宋
西
北
文
書
」
の
他
の
箚
子
に
も
目
を
向
け
れ
ば
、
箚
子
に
よ
る
鄜
延
路
第
七
将
へ
の
指
示
に
対
す
る
回
答
や
報
告
が
、「
申
解
」［
一
〇
九
―
四
四
＋
三
文
書
］、「
□
申
」［
一
〇
九
―
二
六
文
書
］、「
申
」［
一
〇
九
―
三
九
文
書
］、「
供
申
」［
一
〇
九
―
ｄ
六
三
文
書
］、「
申
來
」［
一
〇
九
―
七
四
文
書
］
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、「
申
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
）
（（
（
。
　
宋
代
の
前
後
の
時
代
、
す
な
わ
ち
唐
代
と
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
申
式
」
と
い
う
文
書
書
式
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
）
（（
（
。
宋
代
の
文
書
行
政
が
唐
後
半
期
の
そ
れ
を
簡
略
化
し
つ
つ
も
継
承
し
［
赤
木
二
〇
〇
八
、
九
六
―
九
七
頁
］、
宋
代
を
経
て
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
は
複
雑
化
し
て
い
く
と
い
う
指
摘
［
平
田
二
〇
一
二
］
に
鑑
み
れ
ば
、
宋
代
に
も
申
式
と
い
う
文
書
書
式
が
存
在
し
、
経
略
安
撫
使
司
の
よ
う
な
路
級
官
司
か
ら
発
出
さ
れ
る
箚
子
に
対
応
す
る
上
申
文
書
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
）
（（
（
。
　
さ
ら
に
、
徳
靖
寨
が
鄜
延
路
第
七
将
に
向
け
て
発
出
し
た
一
〇
九
―
一
四
文
書
に
は
、「
准
華
池
寨
牒
、
准
合
水
縣
牒
」
と
あ
り
、
徳
靖
寨
が
華
池
寨
か
ら
の
牒
文
書
を
受
領
し
た
こ
と
、
華
池
寨
が
合
水
県
か
ら
の
牒
文
書
を
受
領
し
た
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
堡
寨
と
堡
寨
、
あ
る
い
は
県
と
堡
寨
の
間
を
往
還
す
る
文
書
伝
達
で
は
、
い
ず
れ
も
牒
式
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
府
・
州
・
軍
と
経
略
安
撫
使
司
と
の
間
の
文
書
伝
達
に
つ
い
て
は
、
保
安
軍
が
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
に
向
け
て
発
出
し
た
一
〇
九
―
九
六
文
書
か
ら
窺
え
る
。
こ
の
一
〇
九
―
九
六
文
書
は
牒
式
文
書
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
は
「
准
經
略
使
衙
牒
、
准
御
前
会
合
軍
馬
入
援
所
牒
、
據
隴
州
申
、
准
京
兆
府
路
都
總
管
衙
牒
」
と
あ
り
、
京
兆
府
路
都
総
管
司
が
隴
州
に
牒
を
発
出
し
、
隴
州
が
御
前
会
合
軍
馬
入
援
所
に
申
を
発
出
し
、
御
前
会
合
軍
馬
入
援
所
が
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
に
牒
を
発
出
し
、
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
が
保
安
軍
に
牒
を
発
出
し
た
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
分
か
る
）
（（
（
。
す
な
わ
ち
、
経
略
安
撫
使
か
ら
府
・
州
・
軍
と
い
う
州
級
の
民
政
機
関
に
は
牒
式
を
使
用
し
た
文
書
伝
達
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に
　
以
上
、「
宋
西
北
文
書
」
の
実
例
お
よ
び
個
々
の
文
書
内
容
を
手
掛
か
り
に
、
宋
代
文
書
書
式
の
抽
出
、
機
能
の
分
析
、
文
書
伝
達
経
路
の
復
元
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
基
づ
き
「
宋
西
北
文
書
」
に
見
え
る
宋
代
地
方
文
書
行
政
の
在
り
方
を
復
元
す
れ
ば
図
５
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
実
線
は
「
宋
西
北
文
書
」
中
の
実
例
か
ら
、
破
線
は
「
宋
西
北
文
書
」
中
の
内
容
か
ら
窺
え
る
文
書
伝
達
を
示
し
て
い
る
。
　
こ
の
図
と
、
赤
木
氏
や
平
田
氏
が
す
で
に
提
示
し
て
い
る
宋
代
の
地
方
文
書
行
政
に
お
け
る
文
書
伝
達
か
ら
、
い
く
つ
か
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
牒
式
文
書
が
使
用
さ
れ
る
領
域
が
広
い
こ
と
が
「
宋
西
北
文
書
」
か
ら
も
看
取
で
き
る
。
特
に
、
府
・
州
・
軍
と
県
と
の
間
に
お
い
て
は
状
（
上
申
）
―
帖
（
下
達
）
と
い
う
文
書
書
式
の
使
用
が
指
摘
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、「
将
」
と
堡
寨
と
の
間
に
お
い
て
は
状
（
上
申
）
―
牒
（
下
達
）
と
い
う
文
書
書
式
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
将
」
と
堡
寨
は
い
ず
れ
も
本
来
の
地
方
統
治
体
制
で
あ
る
州
県
制
の
枠
外
に
あ
る
存
在
で
あ
り
、
か
つ
地
方
統
治
体
制
に
定
着
す
る
の
も
北
宋
後
期
の
哲
宗
期
以
降
で
あ
っ
た
た
め
に
［
伊
藤
二
〇
一
二
ｃ
］、
牒
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
牒
式
の
使
用
は
、『
司
馬
氏
書
儀
』
や
『
慶
元
條
法
事
類
』
に
記
さ
れ
て
い
た
、
下
達
文
書
と
し
て
符
式
や
帖
式
を
使
用
す
る
例
が
無
い
場
合
に
お
け
る
、
牒
式
の
使
用
の
具
体
例
と
言
え
よ
う
。
　
唐
後
半
期
に
お
け
る
律
令
体
制
の
崩
壊
、
令
外
官
（
使
職
）
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
牒
式
文
書
の
使
用
範
囲
が
拡
大
し
、
そ
の
汎
用
性
も
高
ま
り
、
そ
の
牒
式
の
汎
用
性
は
宋
代
に
も
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
［
赤
木
二
〇
〇
八
、
九
六
―
九
七
頁
／
二
〇
一
三
ｂ
、
五
五
【図５】「宋西北文書」に見える文書伝達の流れ
将
牒
経略安撫司
堡寨
将
県堡寨
府・州・軍
箚子
牒
牒
牒
牒
牒牒 状状
「申」
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―
五
七
頁
］、「
宋
西
北
文
書
」
に
よ
り
北
宋
後
期
～
南
宋
初
期
に
も
具
体
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
次
に
、
経
略
安
撫
使
司
か
ら
「
将
」
に
対
し
て
箚
子
が
下
さ
れ
て
い
る
が
、
箚
子
は
基
本
的
に
は
緊
急
性
・
重
要
性
の
高
い
場
合
に
の
み
使
用
さ
れ
る
臨
時
的
な
文
書
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
平
常
時
に
お
い
て
は
箚
子
と
は
別
の
文
書
書
式
が
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
恐
ら
く
は
経
略
安
撫
使
か
ら
府
・
州
・
軍
に
向
け
て
の
下
達
文
書
に
使
用
さ
れ
て
い
た
牒
式
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
「
宋
西
北
文
書
」
か
ら
は
そ
の
明
証
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
路
級
官
司
と
州
級
官
司
は
、
基
本
的
に
は
「
相
い
統
摂
せ
ざ
る
」
関
係
で
あ
っ
た
が
、
宋
代
に
お
い
て
極
め
て
特
殊
か
つ
曖
昧
な
関
係
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
の
間
に
お
い
て
、
箚
子
・
牒
に
よ
る
下
達
、「
申
」
に
よ
る
上
申
と
い
う
、
他
と
は
異
な
る
文
書
伝
達
が
想
定
さ
れ
る
点
も
非
常
に
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。
　
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
箚
子
と
い
う
文
書
名
称
は
唐
代
ま
で
に
は
全
く
見
え
ず
、
宋
代
地
方
文
書
行
政
に
お
い
て
も
そ
の
使
用
が
一
般
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
徽
宗
期
以
降
で
あ
る
。
こ
の
地
方
文
書
行
政
に
お
け
る
下
達
文
書
と
し
て
の
箚
子
は
、
類
似
し
た
書
式
が
モ
ン
ゴ
ル
時
代
さ
ら
に
は
明
清
期
に
お
い
て
も
確
認
で
き
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
、
明
清
時
代
で
は
い
ず
れ
も
「
箚
付
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
箚
付
に
つ
い
て
は
、
宋
代
の
箚
子
と
同
じ
く
そ
の
書
式
を
明
示
し
た
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、カ
ラ
ホ
ト
出
土
文
書
に
は
多
く
の
実
例
が
含
ま
れ
て
お
り
、赤
木
氏
に
よ
り
次
の
よ
う
に
書
式
が
復
元
さ
れ
て
い
る
［
赤
木
二
〇
一
七
、
一
〇
二
頁
］。
皇
帝
聖
旨
裏
、
発
出
主
体
。・
・
・︹
本
文
︺・
・
・
須
議
箚
付
者
。
　
　
右
、
箚
付
宛
先
、
准
此
。
　
標
目
　
年
月
日
　
ま
た
、
明
清
時
代
の
箚
付
に
つ
い
て
は
『
洪
武
礼
制
』
や
『
福
恵
全
書
』
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
（（
（
。
『
洪
武
礼
制
』
署
押
体
式
、
箚
付
式
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某
軍
都
督
府
爲
某
事
［
云
云
］、
合
下
仰
照
驗
［
云
云
］、
須
劄
付
者
。
　
　
右
、
劄
付
某
衞
都
指
揮
使
司
。
准
此
。
　
洪
武　
年
［
印
］
月　
日
『
福
恵
全
書
』
巻
四
、
涖
任
部
、
文
移
諸
式
　
　
劄
付
式
［
知
照
下
屬
用
劄
付
］
　
某
衙
門
爲
某
事
。
准
某
處
咨
呈
前
事
［
云
云
］、
准
此
。
擬
合
就
行
劄
付
某
衙
門
、
該
管
吏
即
行
［
云
云
］。
繳
報
施
行
。
須
至
劄
付
者
。
　
　
右
、
劄
付
某
官
。
准
此
。
　
　
　
年
［
印
］
月　
日
給
　
　
　
劄
付
［
押
］
こ
の
箚
付
の
事
例
に
拠
れ
ば
、
機
能
が
宋
代
と
同
一
か
ど
う
か
は
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
宋
代
に
現
れ
た
箚
子
（
箚
付
）
と
い
う
文
書
書
式
が
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
を
経
て
明
清
代
に
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
　
従
来
、
中
央
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
出
土
し
た
漢
文
文
書
は
四
～
十
四
世
紀
と
い
う
時
期
に
亘
っ
て
い
た
が
）
（（
（
、
十
一
～
十
二
世
紀
は
空
白
と
な
っ
て
い
た
。
一
〇
九
葉
と
い
う
数
量
的
な
限
界
は
あ
る
も
の
の
、「
宋
西
北
文
書
」
は
こ
の
空
白
を
埋
め
て
く
れ
る
史
料
群
と
言
え
る
。
ま
た
、
秦
漢
・
魏
晋
期
の
簡
牘
史
料
や
明
清
代
の
档
案
史
料
、さ
ら
に
は
他
の
宋
代
文
書
史
料
に
よ
り
、前
近
代
中
国
に
お
け
る
文
書
行
政
の
在
り
方
お
よ
び
そ
の
継
承
や
変
遷
を
通
時
的
に
辿
る
素
地
が
整
っ
た
と
言
え
る
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
通
時
的
な
文
書
制
度
の
展
開
・
変
遷
に
も
、
よ
り
一
層
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
最
後
に
、
宋
代
文
書
体
系
の
全
体
像
、
お
よ
び
通
時
的
な
文
書
制
度
の
展
開
の
解
明
に
向
け
た
、
宋
代
文
書
研
究
に
お
け
る
課
題
に
触
れ
て
お
く
。
　
ま
ず
、
文
書
研
究
を
進
め
る
上
で
の
史
料
環
境
が
好
転
し
た
と
は
言
う
も
の
の
、「
宋
西
北
文
書
」
を
は
じ
め
と
し
て
宋
代
文
書
史
料
群
は
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
偏
向
や
制
約
・
限
界
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
各
文
書
史
料
群
の
性
格
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
石
刻
文
書
」
は
時
期
と
し
て
は
北
宋
・
南
宋
期
に
広
く
及
ん
で
い
る
が
、
一
方
で
そ
の
多
く
が
寺
院
・
道
観
と
い
う
宗
教
関
係
の
施
設
に
下
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
ま
た
、「
南
宋
舒
州
公
牘
」
は
南
宋
・
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舒
州
で
処
理
さ
れ
た
官
司
内
文
書
、「
徐
謂
礼
文
書
」
は
徐
謂
礼
個
人
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
。
成
尋
の
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
に
抄
写
さ
れ
た
文
書
も
北
宋
熙
寧
年
間
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
個
々
の
宋
代
文
書
史
料
群
に
お
け
る
文
書
の
種
類
や
分
量
、
そ
し
て
宋
代
文
書
史
料
全
体
に
お
け
る
文
書
の
種
類
や
分
量
と
い
う
総
体
を
踏
ま
え
て
初
め
て
、
宋
代
文
書
体
系
の
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
次
に
、
文
書
制
度
の
変
遷
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
例
え
ば
北
宋
神
宗
期
の
熙
寧
・
元
豊
年
間
に
状
式
文
書
の
書
式
が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
背
景
と
し
て
は
元
豊
の
官
制
改
革
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
南
宋
期
の
地
方
文
書
行
政
に
お
い
て
、
特
に
路
級
官
司
に
お
け
る
箚
子
の
使
用
が
一
般
化
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
南
宋
の
置
か
れ
た
特
殊
な
状
況
に
よ
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
当
時
の
対
金
・
対
モ
ン
ゴ
ル
軍
事
情
勢
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
宋
代
の
箚
子
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
様
な
機
能
が
ど
の
よ
う
に
出
現
・
展
開
し
た
の
か
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
。
　
既
述
の
通
り
「
宋
西
北
文
書
」
は
時
期
・
地
域
・
内
容
的
に
制
約
を
有
し
て
お
り
、
本
稿
で
の
検
討
結
果
は
あ
く
ま
で
も
宋
代
地
方
文
書
行
政
の
一
端
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。「
宋
西
北
文
書
」
か
ら
浮
か
び
上
が
る
こ
の
よ
う
な
地
方
文
書
行
政
の
在
り
方
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
定
着
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
続
い
て
い
く
の
か
、
個
々
の
文
書
の
書
式
や
機
能
・
授
受
関
係
な
ど
の
変
化
に
も
留
意
し
つ
つ
、
他
の
文
書
史
料
群
や
編
纂
史
料
と
の
比
較
・
対
照
を
通
じ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
、
様
々
な
文
書
史
料
や
編
纂
史
料
、
個
々
の
研
究
成
果
を
う
ま
く
結
び
付
け
な
が
ら
、
宋
代
文
書
制
度
の
全
体
像
を
描
く
試
み
が
求
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
の
検
討
結
果
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
注（1
）
例
え
ば
、
北
宋
熙
寧
年
間
（
一
〇
六
九
～
一
〇
七
六
年
）
に
日
本
よ
り
入
宋
し
た
成
尋
の
記
し
た
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
に
は
数
多
く
の
宋
代
の
官
文
書
が
抄
写
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
文
書
書
式
に
関
わ
る
部
分
の
誤
写
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。『
参
天
台
五
臺
山
記
』
に
見
ら
れ
る
文
書
を
分
析
し
た
研
究
と
し
て
は
、
遠
藤
二
〇
〇
二
／
森
二
〇
一
三
／
王
麗
萍
二
〇
〇
二
／
二
〇
一
七
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
南
宋
・
岳
珂
『
金
佗
粹
編
』
も
多
く
の
文
書
史
料
を
収
録
し
て
お
り
、
有
用
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
地
方
志
に
も
抄
写
さ
れ
た
文
書
史
料
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
原
文
書
の
形
式
を
ど
こ
ま
で
再
現
し
て
い
る
か
、
と
い
う
点
に
は
常
に
注
意
を
払
っ
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。
（
2
）
従
来
知
ら
れ
て
い
た
宋
代
文
書
史
料
お
よ
び
そ
れ
ら
を
扱
っ
た
研
究
に
つ
い
て
は
、
小
林
二
〇
一
三
、一
四
―
一
八
頁
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。
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（
3
）
日
本
の
研
究
で
は
例
え
ば
、
平
田
二
〇
一
二
（
一
九
九
四
）
／
久
保
田
一
九
九
八
／
徳
永
一
九
九
八
／
梅
原
二
〇
〇
〇
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
田
二
〇
一
二
（
二
〇
〇
八
）
も
参
照
。
ま
た
、
中
国
に
お
い
て
も
宋
代
文
書
研
究
の
成
果
が
近
年
次
々
と
発
表
さ
れ
て
お
り
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
鄧
小
南
二
〇
〇
八
や
鄧
小
南
・
曹
家
斉
・
平
田
二
〇
一
二
が
あ
る
。
（
4
）
十
一
世
紀
初
頭
に
契
丹
―
北
宋
間
に
お
い
て
成
立
し
た
澶
淵
の
盟
を
契
機
と
し
て
、「
澶
淵
体
制
」
や
「
盟
約
の
時
代
」「
盟
誓
体
制
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
国
際
情
勢
に
お
け
る
多
国
並
存
状
況
が
現
出
す
る
。
契
丹
が
優
位
に
立
つ
契
丹
―
北
宋
関
係
を
主
軸
と
し
、
そ
れ
は
金
―
南
宋
関
係
に
も
変
化
を
伴
い
な
が
ら
も
継
承
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
を
め
ぐ
る
研
究
は
非
常
に
多
い
が
、
こ
こ
で
は
古
松
二
〇
〇
七
／
二
〇
一
一
／
毛
利
二
〇
〇
八
／
井
黒
二
〇
一
〇
／
金
成
奎
二
〇
一
五
／
山
崎
二
〇
一
七
を
挙
げ
て
お
く
。
（
5
）
中
西
二
〇
〇
五
／
古
松
二
〇
一
〇
／
毛
利
二
〇
〇
八
／
二
〇
〇
九
／
二
〇
一
三
／
二
〇
一
六
／
井
黒
二
〇
一
〇
／
二
〇
一
三
／
豊
島
二
〇
〇
九
／
二
〇
一
三
／
廣
瀬
二
〇
一
三
／
山
崎
二
〇
一
三
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
宋
代
外
交
制
度
・
外
交
文
書
を
ま
と
ま
っ
て
扱
っ
た
研
究
と
し
て
呉
暁
萍
二
〇
〇
六
や
冒
志
祥
二
〇
一
二
が
あ
る
。
（
6
）
「
宋
西
北
文
書
」
に
関
す
る
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
伊
藤
二
〇
一
二
ｂ
で
整
理
を
行
っ
た
ほ
か
、
孫
継
民
二
〇
〇
九
前
言
／
陳
瑞
青
二
〇
一
四
で
も
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
張
琰
玲
二
〇
一
五
は
「
宋
西
北
文
書
」
を
含
む
カ
ラ
ホ
ト
出
土
文
書
の
研
究
文
献
目
録
で
あ
る
。
（
7
）
『
朝
野
類
要
』
に
は
詔
書
、
制
書
、
手
詔
、
御
札
、
徳
音
、
曲
赦
、
赦
書
、
翻
黄
、
批
答
、
宣
帖
、
白
麻
、
諮
報
、
書
黄
、
省
箚
、
部
符
、
勅
牒
、
官
帖
子
、
奏
箚
、
旦
表
、
謝
表
、
賀
表
、
起
居
表
、
慰
表
、
百
官
表
、
奏
牋
、
功
徳
疏
、
萬
言
書
、
進
状
、
堂
箚
、
白
箚
子
、
辺
報
、
奏
按
、
帥
箚
、
朝
報
の
三
四
種
、『
宋
史
』
に
は
冊
書
、
制
書
、
誥
命
、
詔
書
、
勅
書
、
御
札
、
勅
牓
の
七
種
、『
慶
元
條
法
事
類
』
に
は
表
、
奏
状
、
状
、
牒
、
関
、
符
、
帖
、
暁
示
、
都
簿
の
九
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
8
）
状
式
（
申
状
式
）
に
つ
い
て
は
赤
木
二
〇
〇
三
、
牒
式
に
つ
い
て
は
盧
向
前
一
九
八
六
／
森
平
二
〇
〇
七
／
赤
木
二
〇
〇
八
／
二
〇
一
三
ｂ
／
平
田
二
〇
一
二
（
二
〇
〇
七
／
二
〇
〇
九
）、
符
式
に
つ
い
て
は
平
田
二
〇
一
二
（
二
〇
〇
七
）
／
小
林
二
〇
一
三
、
帖
式
に
つ
い
て
は
遠
藤
二
〇
〇
二
／
平
田
二
〇
一
二
（
二
〇
〇
七
）
／
小
林
二
〇
一
三
、
関
式
に
つ
い
て
は
平
田
二
〇
一
二
（
二
〇
〇
九
）
／
山
崎
二
〇
一
〇
な
ど
で
分
析
・
言
及
が
あ
る
。
（
9
）
後
述
す
る
よ
う
に
「
宋
西
北
文
書
」
に
は
『
慶
元
條
法
事
類
』
の
状
式
に
完
全
に
一
致
す
る
文
書
が
頻
見
す
る
一
方
で
、『
司
馬
氏
書
儀
』
の
申
状
式
に
合
致
す
る
文
書
は
ひ
と
つ
も
な
い
。『
司
馬
氏
書
儀
』
と
『
慶
元
條
法
事
類
』
の
成
立
年
代
や
官
僚
体
系
・
統
治
体
制
の
差
異
な
ど
も
含
め
て
、
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
唐
代
か
ら
北
宋
元
豊
年
間
ま
で
は
、
状
式
（
申
状
式
）
文
書
の
本
文
に
「
牒
、
件
状
如
前
。
謹
牒
」
と
記
す
慣
例
が
あ
っ
た
も
の
の
、
元
豊
年
間
に
書
式
が
改
め
ら
れ
、『
司
馬
氏
書
儀
』
に
記
さ
れ
る
状
式
（
申
状
式
）
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
［
赤
木
二
〇
〇
三
、一
四
〇
―
一
四
五
頁
］。
熙
寧
年
間
の
宋
代
官
文
書
を
抄
写
し
た
『
参
天
台
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五
臺
山
記
』
の
状
式
文
書
を
見
れ
ば
、「
牒
、
件
状
如
前
。
謹
牒
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、
熙
寧
年
間
と
元
豊
年
間
の
間
に
文
書
制
度
に
何
ら
か
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
（
10
）
た
だ
し
、
統
属
関
係
で
の
牒
式
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
上
申
で
あ
れ
ば
申
状
式
、
下
達
で
あ
れ
ば
符
式
や
帖
式
を
使
用
で
き
な
い
官
司
間
の
み
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
。
（
11
）
こ
の
よ
う
な
牒
式
文
書
の
汎
用
性
は
、
律
令
に
基
づ
く
官
僚
体
系
が
大
き
く
変
化
し
、
令
外
官
（
使
職
）
が
増
加
す
る
唐
後
半
期
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
［
赤
木
二
〇
〇
八
／
二
〇
一
三
ｂ
］。
（
12
）
平
田
氏
は
中
央
―
地
方
の
政
治
の
「
場
」
を
つ
な
ぐ
各
種
の
情
報
伝
達
や
監
視
の
装
置
を
重
要
視
し
、
そ
れ
ら
の
装
置
に
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
を
見
る
。
す
な
わ
ち
、
皇
帝
を
頂
点
と
し
て
、
中
央
か
ら
地
方
、
地
方
か
ら
中
央
へ
向
か
う
縦
方
向
の
ベ
ク
ト
ル
と
、
官
司
・
官
僚
間
を
動
い
て
い
く
横
方
向
の
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。
な
お
、
官
司
・
官
僚
間
に
も
上
級
・
下
級
、
上
司
・
部
下
と
い
う
階
層
性
が
あ
る
の
で
厳
密
な
横
方
向
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、「
一
君
万
民
」
と
い
う
考
え
の
も
と
に
皇
帝
以
外
は
等
し
い
存
在
と
し
て
捉
え
て
、
横
方
向
の
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
い
る
［
平
田
二
〇
一
二
（
二
〇
〇
七
）、
二
九
七
頁
］。
（
13
）
な
お
、
各
文
書
に
は
「
叙
録
」
で
題
名
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
不
十
分
さ
を
指
摘
す
る
孫
継
民
氏
が
文
書
内
容
に
基
づ
き
各
文
書
の
題
名
を
「
年
（
月
日
）
＋
発
出
主
体
＋
文
書
名
称
＋
受
信
者
＋
為
＋
文
書
内
容
＋
事
」
と
い
う
形
式
で
全
て
付
け
直
し
て
い
る
［
孫
継
民
二
〇
〇
九
］。
し
か
し
、
孫
継
民
氏
の
定
名
に
も
文
書
の
発
出
主
体
や
受
信
者
、
文
書
伝
達
経
路
な
ど
を
誤
解
し
て
い
る
点
が
散
見
し
、
題
名
自
体
が
不
適
切
な
場
合
も
あ
る
［cf.
赤
木
二
〇
一
二
、七
三
―
七
八
頁
／
伊
藤
二
〇
一
二
ｂ
］。
本
稿
で
は
、「
叙
録
」
お
よ
び
孫
継
民
氏
の
題
名
は
い
ず
れ
も
用
い
ず
、
文
書
の
通
し
番
号
の
み
を
用
い
て
「
一
〇
九
―
一
文
書
」
の
よ
う
に
表
記
す
る
。
（
14
）
将
兵
制
に
つ
い
て
は
、
羅
球
慶
一
九
五
七
、二
四
二
―
二
四
四
頁
／
王
曽
瑜
一
九
八
三
、九
五
―
一
〇
二
頁
／
張
徳
宗
一
九
八
三
、二
〇
八
―
二
〇
九
頁
／
與
座
二
〇
〇
九
ａ
／
二
〇
〇
九
ｂ
／
二
〇
一
〇
／
伊
藤
二
〇
一
一
／
二
〇
一
二
ｃ
な
ど
を
参
照
。
（
15
）
鄜
延
路
第
七
将
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
史
料
中
に
明
証
が
無
く
従
来
は
延
安
府
の
金
明
寨
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
た
が
［
李
昌
憲
一
九
九
二
、一
一
、一
七
―
一
八
頁
］、「
宋
西
北
文
書
」
に
金
湯
城
・
徳
靖
寨
・
通
慶
城
な
ど
保
安
軍
に
属
す
る
堡
寨
が
頻
見
す
る
こ
と
か
ら
、保
安
軍
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
［「
訳
注
稿
」（
一
）、
八
〇
頁
／
近
藤
二
〇
〇
五
、三
―
四
頁
］。
筆
者
も
、北
宋
哲
宗
期
以
降
に
は
「
将
」
が
軍
政
機
関
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
民
政
に
も
深
く
関
わ
る
こ
と
、
「
将
」
は
複
数
の
堡
寨
な
ら
び
に
そ
こ
に
配
置
さ
れ
る
兵
力
を
管
轄
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
指
揮
官
で
あ
る
将
官
が
知
州
や
知
軍
を
兼
任
す
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
［
伊
藤
二
〇
一
二
ｃ
］、
鄜
延
路
第
七
将
は
金
湯
城
・
徳
靖
寨
・
通
慶
城
な
ど
の
堡
寨
を
管
轄
下
に
置
き
、
そ
の
将
官
お
よ
び
官
司
は
保
安
軍
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
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（
16
）
「
宋
西
北
文
書
」
の
発
信
者
・
受
信
者
に
つ
い
て
は
赤
木
二
〇
一
二
、七
四
―
七
五
頁
、
表
３
に
一
覧
化
さ
れ
て
お
り
至
便
で
あ
る
。
（
17
）
「
宋
西
北
文
書
」
の
原
保
管
地
に
つ
い
て
は
延
安
府
あ
る
い
は
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
と
い
う
見
解
も
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
文
書
の
授
受
関
係
と
く
に
受
信
者
に
注
意
す
れ
ば
、
鄜
延
路
第
七
将
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
赤
木
二
〇
一
二
や
伊
藤
二
〇
一
二
ｂ
を
参
照
。
（
18
）
写
真
図
版
：『
俄
蔵
黒
水
城
』
第
六
巻
、
一
七
七
頁
／
録
文
：
孫
継
民
二
〇
〇
九
、二
五
―
二
六
頁
／
赤
木
二
〇
一
二
、六
八
頁
。
（
19
）
孫
継
民
二
〇
〇
九
は
「
上
」
と
す
る
。
（
20
）
写
真
図
版
：『
俄
蔵
黒
水
城
』
第
六
巻
、
二
三
四
頁
／
録
文
：
近
藤
二
〇
〇
五
、四
六
―
四
七
頁
／
孫
継
民
二
〇
〇
九
、一
三
六
―
一
三
七
頁
。
（
21
）
近
藤
二
〇
〇
五
は
「
婀
」
と
す
る
。
（
22
）
近
藤
二
〇
〇
五
は
「
阿
」
と
す
る
。
（
23
）
近
藤
二
〇
〇
五
は
「
婀
」
と
す
る
。
（
24
）
こ
の
よ
う
な
「
将
」
と
堡
寨
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
将
」
が
複
数
の
堡
寨
な
ら
び
に
そ
こ
に
配
置
さ
れ
る
人
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
［
伊
藤
二
〇
一
二
ｃ
］。
（
25
）
写
真
図
版
：『
俄
蔵
黒
水
城
』
第
六
巻
、
二
五
三
頁
／
録
文
：
孫
継
民
二
〇
〇
九
、一
七
一
頁
。
（
26
）
写
真
図
版
：『
俄
蔵
黒
水
城
』
第
六
巻
、
二
二
七
頁
／
録
文
：
孫
継
民
二
〇
〇
九
、一
二
三
―
一
二
四
頁
／
赤
木
二
〇
一
二
、六
三
―
六
四
頁
。
（
27
）
御
前
会
合
軍
馬
入
援
所
の
組
織
や
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
陳
瑞
青
二
〇
一
一
／
伊
藤
二
〇
一
二
ａ
を
参
照
。
（
28
）
「
将
」
の
指
揮
官
で
あ
る
正
将
と
副
将
は
、
し
ば
し
ば
駐
屯
地
が
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
副
将
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
［
伊
藤
二
〇
一
二
ｃ
］。
（
29
）
「
馮
武
」
に
つ
い
て
は
、
鄜
延
路
第
七
将
の
将
官
で
あ
る
「
馮
武
」
と
い
う
人
名
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
下
に
残
画
が
見
え
る
こ
と
か
ら
「
武
」
は
従
七
品
の
「
武
○
郎
」
も
し
く
は
正
八
品
の
「
武
○
大
夫
」
の
寄
録
官
名
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
30
）
鄜
延
路
策
応
環
慶
路
軍
馬
か
ら
発
出
さ
れ
た
牒
式
文
書
は
一
〇
九
―
六
一
、九
七
、三
六
、六
二
、九
九
、一
〇
三
、一
〇
七
、一
〇
八
文
書
、
副
都
総
管
機
密
文
字
か
ら
発
出
さ
れ
た
牒
式
文
書
は
一
〇
九
―
二
八
＋
九
八
文
書
で
あ
る
［
赤
木
二
〇
一
二
、七
四
―
七
五
頁
／
伊
藤
二
〇
一
二
ａ
］。
（
31
）
機
密
文
字
に
つ
い
て
は
、
王
曽
瑜
一
九
八
四
／
翁
建
道
二
〇
〇
九
を
参
照
。
（
32
）
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
巻
三
、
靖
康
二
年
三
月
癸
亥
。
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（
33
）
牒
式
文
書
の
末
尾
に
つ
い
て
は
石
刻
文
書
の
拓
本
や
原
碑
が
大
い
に
参
考
に
な
る
。
中
国
各
地
に
現
存
あ
る
い
は
所
蔵
さ
れ
る
宋
代
石
刻
文
書
の
原
碑
や
拓
本
の
実
見
調
査
を
行
っ
た
小
林
隆
道
氏
に
拠
れ
ば
、
文
書
を
碑
石
に
刻
む
際
に
視
覚
的
に
も
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る
が
、
し
ば
し
ば
文
書
末
尾
の
発
出
責
任
者
を
大
書
し
て
い
る
例
を
確
認
で
き
る
［
小
林
二
〇
一
三
］。
た
だ
し
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
が
墨
印
な
の
か
墨
印
を
模
し
て
い
る
の
か
は
断
定
で
き
な
い
。
（
34
）
な
お
、
斉
国
阜
昌
二
年
の
紀
年
を
有
す
る
一
〇
九
―
八
五
文
書
も
同
様
の
書
式
を
備
え
て
い
る
が
、
冒
頭
が
欠
け
て
い
る
た
め
発
出
主
体
は
不
明
で
あ
る
。
（
35
）
写
真
図
版
：『
俄
蔵
黒
水
城
』
第
六
巻
、
一
八
一
頁
／
録
文
：
孫
継
民
・
張
春
蘭
二
〇
〇
五
、三
一
九
―
三
二
〇
頁
／
孫
継
民
二
〇
〇
九
、三
四
―
三
五
頁
／
伊
藤
二
〇
一
二
ａ
］。
（
36
）
こ
の
よ
う
な
宋
代
箚
子
の
性
格
に
つ
い
て
体
系
的
・
網
羅
的
に
論
じ
た
研
究
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
無
い
が
、
個
々
の
機
能
・
性
格
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
研
究
成
果
が
あ
る
。
例
え
ば
、
①
に
つ
い
て
は
平
田
二
〇
一
二
（
一
九
九
四
）
／
周
佳
二
〇
一
二
、
②
に
つ
い
て
は
平
田
二
〇
一
二
（
一
九
九
四
）
／
李
全
徳
二
〇
一
二
／
張
禕
二
〇
〇
九
／
二
〇
一
三
、
③
に
つ
い
て
は
平
田
二
〇
一
二
（
二
〇
〇
七
）、
④
に
つ
い
て
は
張
禕
二
〇
〇
九
／
二
〇
一
三
／
小
林
二
〇
一
三
、
⑤
に
つ
い
て
は
毛
利
二
〇
〇
八
／
二
〇
一
三
、
⑥
に
つ
い
て
は
丁
明
夷
一
九
七
二
／
陳
振
一
九
七
三
／
孫
継
民
・
陳
瑞
青
二
〇
〇
七
、
⑦
に
つ
い
て
は
平
田
二
〇
一
二
（
二
〇
〇
九
）
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
・
検
討
を
加
え
て
い
る
。
（
37
）
前
述
の
通
り
『
朝
野
類
要
』
巻
四
、
文
書
に
は
「
帥
箚
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
四
川
安
撫
司
や
便
宜
行
事
を
認
め
ら
れ
た
安
撫
司
な
ど
が
発
給
す
る
箚
子
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
38
）
宋
代
の
箚
子
の
諸
機
能
の
出
現
や
変
遷
・
展
開
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。
（
39
）
写
真
図
版
：『
俄
蔵
黒
水
城
』
第
六
巻
、
二
二
九
頁
／
録
文
：
孫
継
民
二
〇
〇
九
、一
二
七
頁
／
赤
木
二
〇
一
二
、六
五
―
六
六
頁
。
（
40
）
孫
継
民
二
〇
〇
九
で
は
「
有
」
と
す
る
。
（
41
）
孫
継
民
二
〇
〇
九
で
は
「
指
揮
知
」
を
移
録
せ
ず
。
（
42
）
「
叙
録
」［
五
五
頁
］
は
「
鄜
延
路
／
鄜
州
軍
／
司
之
印
」
と
読
み
、
孫
継
民
氏
も
こ
れ
に
従
う
が
［
孫
継
民
二
〇
〇
九
、一
二
七
頁
］、
筆
者
が
赤
木
氏
と
実
見
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
印
文
の
二
行
目
は
「
鄜
州
軍
」
で
は
な
く
「
第
七
将
」
と
判
読
で
き
た
［cf.
赤
木
二
〇
一
二
、八
七
頁
、
注
三
九
］。
（
43
）
こ
の
よ
う
な
押
印
方
法
に
つ
い
て
は
、
九
～
十
世
紀
の
敦
煌
出
土
文
献
を
網
羅
的
に
精
査
し
た
坂
尻
彰
宏
氏
が
指
摘
し
て
お
り
［
坂
尻
二
〇
〇
二
、六
六
頁
］、
赤
木
氏
に
よ
れ
ば
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
カ
ラ
ホ
ト
出
土
文
書
に
も
概
ね
当
て
は
ま
る
と
い
う
［
赤
木
二
〇
一
二
］。
ま
た
、
上
申
文
書
の
場
合
に
は
文
末
の
日
付
も
し
く
は
署
名
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の
部
分
に
一
箇
所
に
押
印
さ
れ
る
と
い
う
。
（
44
）
発
出
責
任
者
を
簡
略
化
し
て
記
す
と
い
う
特
徴
を
も
つ
宋
代
帖
式
文
書
は
石
刻
文
書
か
ら
も
確
認
で
き
る
［
小
林
二
〇
一
三
］。
た
だ
し
、
簡
略
化
さ
れ
て
い
な
い
帖
式
文
書
も
同
時
に
存
在
し
て
お
り
、
宋
代
の
帖
式
文
書
す
べ
て
に
共
通
す
る
わ
け
で
は
な
い
［
伊
藤
二
〇
一
五
］。
（
45
）
宋
代
の
通
行
許
可
証
に
つ
い
て
も
帖
式
に
則
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
遠
藤
二
〇
〇
二
］。
（
46
）
唐
代
の
帖
式
文
書
に
つ
い
て
は
荒
川
一
九
九
七
、五
頁
／
二
〇
〇
九
、
二
七
二
―
二
七
四
、
二
八
二
―
二
八
四
頁
を
参
照
。
（
47
）
編
纂
史
料
中
に
も
、
例
え
ば
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
三
三
五
、
元
豊
六
年
（
一
〇
八
三
）
五
月
丙
子
に
「
涇
原
路
經
略
司
言
：「
第
五
將
申
、
…
（
後
略
）」
と
あ
り
、
涇
原
路
経
略
司
が
第
五
将
か
ら
の
「
申
」
を
受
領
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
申
」
の
一
文
字
だ
け
で
は
や
は
り
書
式
名
称
を
示
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
単
な
る
上
申
と
い
う
方
向
を
示
し
て
い
る
の
か
判
断
は
難
し
い
。
（
48
）
唐
代
の
申
式
文
書
に
つ
い
て
は
赤
木
二
〇
〇
八
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
申
式
文
書
に
つ
い
て
は
田
中
二
〇
〇
〇
を
参
照
。
（
49
）
「
宋
西
北
文
書
」
に
見
え
る
「
申
」
が
申
状
式
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
唐
代
の
申
式
文
書
は
統
属
関
係
に
あ
る
官
司
間
で
用
い
ら
れ
る
上
申
文
書
で
あ
る
が
［
赤
木
二
〇
〇
八
］、一
方
の
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
申
式
文
書
は
「
相
い
統
摂
せ
ざ
る
」
官
司
間
の
文
書
書
式
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
と
い
い
［
田
中
二
〇
〇
〇
、三
八
四
頁
］、
宋
代
に
申
式
文
書
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
機
能
を
現
時
点
で
即
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
宋
代
に
お
け
る
申
式
文
書
の
存
在
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。
（
50
）
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
が
保
安
軍
に
対
し
て
牒
を
発
出
し
た
こ
と
は
、
一
〇
九
―
一
文
書
、
一
〇
九
―
一
二
文
書
、
一
〇
九
―
一
〇
〇
文
書
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
。
（
51
）
な
お
、
明
代
の
箚
付
に
つ
い
て
は
『
正
徳
大
明
会
典
』
や
『
万
暦
大
明
会
典
』
に
も
『
洪
武
礼
制
』
を
踏
襲
し
た
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
52
）
代
表
例
を
挙
げ
れ
ば
、
吐
魯
番
出
土
文
書
（
四
～
八
世
紀
）、
敦
煌
出
土
文
書
（
五
～
十
一
世
紀
、
十
三
～
十
四
世
紀
）、
カ
ラ
ホ
ト
出
土
文
書
（
十
三
～
十
四
世
紀
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
コ
ー
タ
ン
出
土
文
書
（
七
～
八
世
紀
）
の
整
理
も
進
ん
で
い
る
。
略
号
『
俄
蔵
黒
水
城
』
＝
俄
羅
斯
科
学
院
東
方
研
究
所
聖
彼
得
堡
分
所
・
中
国
社
会
科
学
院
民
族
研
究
所
・
上
海
古
籍
出
版
社
（
編
）『
俄
羅
斯
科
学
院
東
方
研
究
所
聖
彼
得
堡
分
所
39 「宋西北辺境軍政文書」に見える宋代文書書式とその伝達（伊藤）
蔵
黒
水
城
文
献
』
第
一
―
一
四
巻
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
―
二
〇
一
一
年
／
俄
羅
斯
科
学
院
東
方
文
献
研
究
所
・
中
国
社
会
科
学
院
民
族
学
与
人
類
学
研
究
所
・
上
海
古
籍
出
版
社
（
編
）『
俄
羅
斯
科
学
院
東
方
文
献
研
究
所
蔵
黒
水
城
文
献
』
第
一
五
―
二
五
巻
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
―
二
〇
一
七
年
。
『
メ
ン
シ
コ
フ
目
録
』
＝ Л
.Н
. М
еньшиков
; фонд
,П
. К
. Козлова
; приложения
составил
Л
.И
. Чу
гу
евский
,Oписание
китайской
части

коллекции
из
Хара
-хото
,М
осква
, 1984.
『
孟
黒
録
』
＝
孟
列
夫
（
著
）
／
王
克
孝
（
訳
）『
黒
城
出
土
漢
文
遺
書
叙
録
』
寧
夏
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。
「
叙
録
」
＝ 
孟
列
夫
・
蒋
維
崧
・
白
濱
「
叙
録
宋
西
北
辺
境
軍
政
文
書
」『
俄
蔵
黒
水
城
』
第
六
巻
、
四
九
―
五
九
頁
。
「
訳
注
稿
」
＝ 
早
稲
田
大
学
宋
代
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「『
俄
蔵
黒
水
城
文
献
』
宋
西
北
辺
境
軍
政
文
書　
裁
判
案
件
訳
注
稿
（
一
）（
二
）（
三
）」『
史
滴
』
二
五
、二
〇
〇
三
年
、
七
八
―
九
九
頁
／
『
史
滴
』
二
六
、二
〇
〇
四
年
、
七
三
―
一
二
一
頁
／
『
史
滴
』
二
七
、二
〇
〇
五
年
、
一
八
四
―
二
一
三
頁
。
参
考
文
献
（
著
者
名
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
）
赤
木
崇
敏 A
K
A
GIT
akatoshi
　
二
〇
〇
三　
「
曹
氏
帰
義
軍
時
代
の
外
交
関
係
文
書
」
森
安
孝
夫
／
坂
尻
彰
宏
（
共
編
）『
大
阪
大
学
二
一
世
紀CO
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
人
文
学
」
二
〇
〇
二
―
二
〇
〇
三
年
度
報
告
書
第
三
巻
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
世
界
史
』
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
一
三
一
―
一
五
七
頁
。
　
二
〇
〇
八　
 「
唐
代
前
半
期
の
地
方
文
書
行
政
―
―
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
検
討
を
通
じ
て
―
―
」『
史
学
雑
誌
』
一
一
七
―
一
一
、七
五
―
一
〇
二
頁
。
　
二
〇
一
二　
 「
宋
代
「
検
文
書
」
攷
―
―
「
宋
西
北
辺
境
軍
政
文
書
」
の
性
格
―
―
」『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
二
、三
三
―
八
九
頁
。
　
二
〇
一
三
ａ 
「
唐
代
公
文
書
の
体
系
と
展
開
」『
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
地
域
に
お
け
る
公
文
書
の
史
的
展
開
―
―
胡
漢
文
書
の
相
互
関
係
を
視
野
に
入
れ
て
―
―
』（「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
東
部
の
文
字
資
料
と
遺
跡
の
調
査
」
科
研
研
究
班
・
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
学
研
究
会
共
催
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プProceedings
）
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
一
三
―
四
〇
頁
。
　
二
〇
一
三
ｂ 
「
唐
代
官
文
書
体
系
と
そ
の
変
遷
―
―
牒
・
帖
・
状
を
中
心
と
し
て
―
―
」
平
田
・
遠
藤
二
〇
一
三
、三
一
―
七
五
頁
。
　
二
〇
一
七　
「
地
方
行
政
を
仲
介
す
る
文
書
た
ち
―
―
《
賭
博
に
関
す
る
賞
金
の
こ
と
》
―
―
」
高
橋
文
治
ほ
か
『
元
典
章
が
語
る
こ
と
―
―
元
代
法
令
集
の
諸
相
―
―
』
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大
阪
大
学
出
版
会
、
七
一
―
一
一
四
頁
。
荒
川
正
晴 A
RA
K
A
W
A
M
asaharu
　
一
九
九
七　
 「
ク
チ
ャ
出
土
「
孔
目
司
文
書
」
攷
」『
古
代
文
化
』
四
九
―
三
、一
―
一
八
頁
。
　
二
〇
〇
九　
 「
唐
代
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
帖
式
文
書
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」
土
肥
義
和
（
編
）『
敦
煌
・
吐
魯
番
出
土
漢
文
文
書
の
新
研
究
』
東
洋
文
庫
、
二
七
一
―
二
九
一
頁
。
　
二
〇
一
四　
 「
西
域
長
史
文
書
と
し
て
の
「
李
柏
文
書
」
白
須
浄
眞
（
編
）『
大
谷
光
瑞
と
ス
ヴ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
―
―
内
陸
ア
ジ
ア
探
検
と
国
際
政
治
社
会
―
―
』
勉
誠
出
版
、
二
一
三
―
二
三
四
頁
。
白
濱 BA
IBin
　
二
〇
〇
三　
 「《
俄
蔵
黒
水
城
文
献
》
中
的
宋
代
文
献
」
張
其
凡
・
范
立
舟
（
主
編
）『
宋
代
歴
史
文
化
研
究
（
続
編
）』
人
民
出
版
社
、
三
九
四
―
四
〇
六
頁
。
陳
瑞
青 CH
EN
Ruiqing
　
二
〇
〇
八　
 「
開
創
黒
水
城
宋
代
文
献
研
究
的
新
局
面
」『
中
国
史
研
究
』
二
〇
〇
八
―
四
、二
五
―
二
九
頁
。
　
二
〇
一
一　
 「
黒
水
城
所
出
南
宋
初
年
施
行
赦
書
文
書
考
釈
」『
西
夏
学
』
八
、二
三
四
―
二
三
七
頁
。
　
二
〇
一
四　
 『
黒
水
城
宋
代
軍
政
文
書
研
究
』
知
識
産
験
出
版
社
。
陳
振 CH
EN
Shen
　
一
九
七
三　
 「
有
関
宋
代
抗
金
義
軍
将
領
李
宋
臣
的
史
料
及
其
他
」『
文
物
』
一
九
七
三
―
一
一
、六
八
―
六
九
、二
〇
頁
。.
鄧
小
南 D
EN
GX
iaonan
（
主
編
）
　
二
〇
〇
八　
 『
政
績
考
察
与
信
息
渠
道
―
―
以
宋
代
為
重
心
』
北
京
大
学
出
版
社
。
鄧
小
南 D
EN
GX
iaonan
・
曹
家
斉CA
O
Jiaqi
・
平
田
茂
樹H
IRA
T
A
Shigeki
（
主
編
）
　
二
〇
一
二　
 『
文
書
・
政
令
・
信
息
溝
通
―
―
以
唐
宋
時
期
為
主
』
上
・
下
、
北
京
大
学
出
版
社
。
丁
明
夷 D
ingM
ingw
ei
　
一
九
七
二　
 「
霊
石
県
発
現
的
宋
代
抗
金
文
件
」『
文
物
』
一
九
七
二
―
四
、二
二
―
二
六
頁
。
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遠
藤
隆
俊 EN
D
O
T
akatoshi
　
二
〇
〇
二　
 「
宋
代
中
国
の
パ
ス
ポ
ー
ト
―
―
日
本
僧
成
尋
の
巡
礼
―
―
」『
史
学
研
究
』
二
三
七
、六
〇
―
八
六
頁
。
古
松
崇
志 FU
RU
M
A
T
SU
T
akashi
　
二
〇
〇
七　
 「
契
丹
・
宋
間
に
お
け
る
国
境
」『
史
林
』
九
〇
―
一
、三
一
―
六
二
頁
。
　
二
〇
一
〇　
 「
契
丹
・
宋
間
に
お
け
る
外
交
文
書
と
し
て
の
牒
」『
東
方
学
報
』
八
五
、二
七
一
―
三
〇
一
頁
。
　
二
〇
一
一　
 「
十
～
十
三
世
紀
多
国
並
存
時
代
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
（Eurasia
）
東
方
に
お
け
る
国
際
関
係
」『
中
国
史
学
』
二
一
、一
一
三
―
一
三
〇
頁
。
平
田
茂
樹 H
IRA
T
A
Shigeki
　
一
九
九
四　
 「
宋
代
政
治
構
造
試
論
―
―
対
、
と
議
を
手
掛
か
り
に
し
て
―
―
」『
東
洋
史
研
究
』
五
二
―
四
、八
三
―
一
一
〇
頁
（
再
録
：
平
田
二
〇
一
二
、二
六
五
―
二
九
三
頁
）
　
二
〇
〇
七　
 「
宋
代
地
方
政
治
管
見
―
―
箚
子
、
帖
、
牒
、
申
状
を
手
掛
か
り
と
し
て
―
―
」『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
一
一
、二
〇
七
―
二
三
〇
頁
（
改
題
再
録
：
平
田
二
〇
一
二
、二
九
五
―
三
一
八
頁
）。
　
二
〇
〇
八　
 「
日
本
の
宋
代
政
治
史
研
究
の
新
た
な
可
能
性
―
―
国
家
史
・
国
制
史
研
究
と
の
対
話
を
求
め
て
―
―
」『
中
国
史
学
』
一
八
、一
四
一
―
一
五
八
頁
（
改
題
再
録
：
平
田
二
〇
一
二
、三
―
二
一
頁
）。
　
二
〇
〇
九　
 「
宋
代
文
書
制
度
研
究
的
一
個
嘗
試
―
―
以
「
牒
」・「
関
」・「
諮
報
」
為
線
索
―
」『
漢
学
研
究
』
二
七
―
二
、四
三
―
六
五
頁
（
日
本
語
訳
再
録
：
平
田
二
〇
一
二
、三
一
九
―
三
四
二
頁
）。
　
二
〇
一
二　
 『
宋
代
政
治
構
造
研
究
』
汲
古
書
院
。
平
田
茂
樹 H
IRA
T
A
Shigeki
・
遠
藤
隆
俊EN
D
O
T
akatoshi
（
編
）
　
二
〇
一
三　
 『
外
交
史
料
か
ら
十
～
十
四
世
紀
を
探
る
』
汲
古
書
院
。
廣
瀬
憲
雄 H
IRO
SEN
orio
　
二
〇
一
三　
 「
宋
代
東
ア
ジ
ア
地
域
の
国
際
関
係
概
観
―
―
唐
代
・
日
本
の
外
交
文
書
研
究
の
成
果
か
ら
―
―
」
平
田
・
遠
藤
二
〇
一
三
、五
―
二
九
頁
。
井
黒
忍 IGU
RO
Shinobu
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二
〇
一
〇　
 「
金
初
の
外
交
史
料
に
見
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
国
際
関
係
―
―
『
大
金
弔
伐
録
』
の
検
討
を
中
心
に
―
―
」
荒
川
慎
太
郎
・
高
井
康
典
行
・
渡
辺
健
哉
（
編
）『
遼
金
西
夏
研
究
の
現
在
』
三
、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
、
三
一
―
四
五
頁
。
　
二
〇
一
三　
 「
受
書
礼
に
見
る
十
二
～
十
三
世
紀
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
国
際
秩
序
」
平
田
・
遠
藤
二
〇
一
三
、二
一
一
―
二
三
六
頁
。
伊
藤
一
馬 IT
O
K
azum
a
　
二
〇
一
一　
 「
北
宋
に
お
け
る
将
兵
制
成
立
と
陝
西
地
域
―
―
対
外
情
勢
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
史
学
雑
誌
』
一
二
〇
―
六
、三
九
―
六
一
頁
。
　
二
〇
一
二
ａ 
「
南
宋
成
立
期
の
中
央
政
府
と
陝
西
地
域
―
―
「
宋
西
北
辺
境
軍
政
文
書
」
所
見
の
赦
書
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
東
方
学
』
一
二
三
、五
四
―
六
九
頁
。
　
二
〇
一
二
ｂ 
「
黒
水
城
出
土
「
宋
西
北
辺
境
軍
政
文
書
」
―
―
概
要
と
研
究
状
況
―
―
」『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
二
七
、一
六
一
―
一
八
〇
頁
。
　
二
〇
一
二
ｃ 
「
北
宋
陝
西
地
域
の
将
兵
制
と
地
方
統
治
体
制
」『
待
兼
山
論
叢
（
史
学
篇
）』
四
六
、一
―
二
四
頁
。
　
二
〇
一
五　
 「
書
評
：
小
林
隆
道
『
宋
代
中
国
の
統
治
と
文
書
』」『
歴
史
学
研
究
』
九
三
六
、五
〇
―
五
三
頁
。
金
成
奎 K
IM
Songkyu
　
二
〇
一
五　
 「
誓
書
―
―
十
―
十
三
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
策
」『
史
滴
』
三
七
、七
―
二
八
頁
。
小
林
隆
道 K
O
BA
Y
A
SH
IT
akam
ichi
　
二
〇
〇
九
ａ 
「
宋
代
「
備
准
」
文
書
と
情
報
伝
達
―
―
朱
熹
『
紹
煕
州
県
釈
奠
儀
図
』「
文
公
潭
州
牒
州
学
備
准
指
揮
」
の
分
析
か
ら
―
―
」『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
三
七
、五
八
―
九
二
頁
（
再
録
：
小
林
二
〇
一
三
、五
七
―
九
三
頁
）。
　
二
〇
〇
九
ｂ 
「
宋
代
「
文
書
」
の
様
式
と
機
能
―
―
蘇
州
玄
妙
観
「
天
慶
観
尚
書
省
箚
并
部
符
使
帖
―
―
」『
史
滴
』
三
一
、一
〇
二
―
一
三
二
頁
（
再
録
：
小
林
二
〇
一
三
、二
九
七
―
三
三
八
頁
）。
　
二
〇
一
〇　
 「
蘇
州
玄
妙
観
元
碑
「
天
慶
観
甲
乙
部
符
公
拠
」
考
―
―
宋
元
交
替
期
の
宋
代
「
文
書
」
―
―
」『
東
洋
学
報
』
九
二
―
一
、二
七
―
五
四
頁
（
再
録
：
小
林
二
〇
一
三
、三
三
九
―
三
六
八
頁
）。
　
　
二
〇
一
三　
 『
宋
代
中
国
の
統
治
と
文
書
』
汲
古
書
院
。
近
藤
一
成 K
O
N
D
O
K
azunari
　
二
〇
〇
五　
 『
黒
水
城
出
土
宋
代
軍
政
文
書
の
研
究
』
平
成
十
五
～
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
（
Ｃ
）（
２
）
研
究
成
果
報
告
書
、
早
稲
田
大
学
。
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久
保
田
和
男 K
U
BO
T
A
K
azuo
　
一
九
九
八　
 「
宋
代
に
お
け
る
制
勅
の
伝
達
に
つ
い
て
―
―
元
豊
改
制
以
前
を
中
心
と
し
て
―
―
」
宋
代
史
研
究
会
（
編
）『
宋
代
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
―
二
三
二
頁
。
李
昌
憲 LIchangxian
　
一
九
九
二　
「
宋
代
将
兵
駐
地
考
述
」『
大
陸
雑
誌
』
八
五
―
五
、九
―
一
八
頁
。
李
全
徳 LIQ
uande
　
二
〇
一
二　
 「
従
堂
帖
到
省
札
―
―
略
論
唐
宋
時
期
宰
相
処
理
政
務
的
文
書
之
演
変
―
―
」『
北
京
大
学
学
報
』（
哲
学
社
会
科
学
版
）
四
九
―
二
、一
〇
六
―
一
一
六
頁
。
盧
向
前 LU
O
X
iangqian
　
一
九
八
六　
 「
牒
式
及
其
処
理
程
式
的
探
討
―
―
唐
公
式
文
研
究
」
北
京
大
学
中
国
中
古
史
研
究
中
心
（
編
）『
敦
煌
吐
魯
番
研
究
論
文
集
』
第
三
輯
、
北
京
大
学
出
版
社
、
三
三
五
―
三
三
九
頁
。
羅
球
慶 LU
O
Q
iuqing
　
一
九
五
七　
 「
北
宋
兵
制
研
究
」『
新
亜
学
報
』
三
―
一
、一
六
九
―
二
七
〇
頁
。
冒
志
祥 M
A
O
Zhixiang
　
二
〇
一
二　
 『
宋
朝
的
対
外
交
往
格
局
―
―
論
宋
朝
外
交
文
書
形
態
―
―
』
広
陵
書
社
。
毛
利
英
介 M
O
RIEisuke
　
二
〇
〇
八　
 「
一
〇
九
九
年
に
お
け
る
宋
夏
元
符
和
議
と
遼
宋
事
前
交
渉
―
―
遼
宋
並
存
期
に
お
け
る
国
際
秩
序
の
研
究
―
―
」『
東
方
学
報
』
八
二
、一
一
九
―
一
六
七
頁
。
　
二
〇
〇
九　
 「
十
一
世
紀
後
半
に
お
け
る
北
宋
の
国
際
的
地
位
に
つ
い
て
―
―
宋
麗
通
交
再
開
と
契
丹
の
存
在
を
手
が
か
り
に
―
―
」
宋
代
史
研
究
会
（
編
）『
宋
代
中
国
』
の
相
対
化
』
汲
古
書
院
、
二
七
一
―
三
一
四
頁
。
　
二
〇
一
三　
 「
遼
宋
間
に
お
け
る
「
白
箚
子
」
の
使
用
に
つ
い
て
―
―
遼
宋
間
外
交
交
渉
の
実
態
解
明
の
手
が
か
り
と
し
て
―
―
」
平
田
・
遠
藤
二
〇
一
三
、一
八
五
―
二
一
〇
頁
。
　
二
〇
一
六　
「
大
定
和
議
期
に
お
け
る
金
・
南
宋
間
の
国
書
に
つ
い
て
」『
東
洋
史
研
究
』
七
五
―
三
、七
一
―
一
〇
六
頁
。
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森
公
章 M
O
RIK
im
iyuki
　
二
〇
一
三　
 『
成
尋
と
参
天
台
五
臺
山
記
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
。
森
平
雅
彦 M
O
RIH
IRA
M
asahiko
　
二
〇
〇
七　
 「
牒
と
咨
の
あ
い
だ
―
―
高
麗
王
と
元
中
書
省
の
往
復
文
書
―
―
」『
史
淵
』
一
四
四
、九
三
―
一
四
七
頁
。
中
村
裕
一 N
A
K
A
M
U
RA
H
iroichi
　
一
九
九
一　
 『
唐
代
官
文
書
研
究
』
中
文
出
版
社
。
　
一
九
九
六　
 『
唐
代
公
文
書
研
究
』
汲
古
書
院
。
中
西
朝
美 N
A
K
A
N
ISH
IT
om
om
i
　
二
〇
〇
五　
 「
五
代
北
宋
に
お
け
る
国
書
の
形
式
に
つ
い
て
―
―
「
致
書
」
文
書
の
使
用
状
況
を
中
心
に
―
―
」『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
三
三
、九
三
―
一
一
〇
頁
。
坂
尻
彰
宏 SA
K
A
JIRIA
kihiro
　
二
〇
〇
二　
 「
帰
義
軍
時
代
の
チ
ベ
ッ
ト
文
牧
畜
関
係
文
書
」『
史
学
雑
誌
』
一
一
一
―
一
一
、五
七
―
八
四
頁
。
孫
継
民 SU
N
Jim
in
　
二
〇
〇
九　
 『
俄
蔵
黒
水
城
所
出
《
宋
西
北
辺
境
軍
政
文
書
》
整
理
与
研
究
』
中
華
書
局
。
孫
継
民 SU
N
Jim
in
・
陳
瑞
青CH
EN
Ruiqing
　
二
〇
〇
七　
「
分
蔵
異
国
的
宋
代
鄜
延
路
経
略
安
撫
使
司
档
案
」
劉
進
宝
・
高
田
時
雄
（
主
編
）『
転
型
期
的
敦
煌
学
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
三
五
三
―
三
六
四
頁
。
孫
継
民 SU
N
Jim
in
・
宋
坤SO
N
GK
un
・
陳
瑞
青CH
EN
Ruiqing
　
二
〇
一
二　
 『
俄
蔵
黒
水
城
漢
文
非
仏
教
文
献
整
理
与
研
究
』
上
・
中
・
下
、
北
京
師
範
大
学
出
版
社
。
孫
継
民 SU
N
Jim
in
・
張
春
蘭ZH
A
N
GChunlan
　
二
〇
〇
五　
 「
俄
蔵
黒
水
城
宋
代
“
御
前
会
合
軍
馬
入
援
所
”
相
関
文
書
考
釈
」『
出
土
文
献
研
究
』
七
、三
一
九
―
三
三
一
頁
。
田
中
謙
二 T
A
N
A
K
A
K
enji
　
二
〇
〇
〇　
 「
元
典
章
文
書
の
研
究
」『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
二
七
五
―
三
五
七
頁
。
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徳
永
洋
介 T
O
K
U
N
A
GA
Y
osuke
　
一
九
九
八　
 「
宋
代
の
御
筆
手
詔
」『
東
洋
史
研
究
』
五
七
―
三
、一
―
三
四
頁
。
豊
島
悠
果 T
O
Y
O
SH
IM
A
Y
uka
　
二
〇
一
三　
 「
宋
外
交
に
お
け
る
高
麗
の
位
置
付
け
―
―
国
書
上
の
礼
遇
の
検
討
と
相
対
化
―
―
」
平
田
・
遠
藤
二
〇
一
三
、一
五
五
―
一
八
四
頁
。
梅
原
郁 U
M
EH
A
RA
K
aoru
　
二
〇
〇
〇　
 「
進
奏
院
を
め
ぐ
っ
て
―
―
宋
代
の
文
書
伝
達
制
度
―
―
」『
就
実
女
子
大
学
史
学
論
集
』
一
五
、六
九
―
一
三
〇
頁
。
王
麗
萍 W
A
N
GLiping
　
二
〇
〇
二　
 『
宋
代
の
中
日
交
流
史
研
究
』
勉
誠
出
版
。
　
二
〇
一
七　
 『
成
尋
《
参
天
台
五
臺
山
記
》
研
究
』
上
海
人
民
出
版
社
。
王
曽
瑜 W
A
N
GZengyu
　
一
九
八
三　
 『
宋
朝
兵
制
初
探
』
中
華
書
局
（
増
補
版
：『
宋
朝
軍
制
初
探
（
増
訂
本
）』
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）。
　
一
九
八
四　
 「
宋
朝
宣
撫
使
等
的
属
官
体
制
」『
文
史
』
二
二
、九
七
―
一
一
一
頁
。
翁
建
道 W
EN
GJiandao
　
二
〇
〇
九　
 「
北
宋
機
宜
文
字
官
初
探
」『
史
学
彙
刊
』
二
〇
〇
九
―
二
、三
―
三
六
頁
。
呉
暁
萍 W
U
X
iaoping
　
二
〇
〇
六　
 『
宋
代
外
交
制
度
研
究
』
安
徽
人
民
出
版
社
。
山
崎
覚
士 Y
A
M
A
ZA
K
ISatoshi
　
二
〇
一
〇　
 「
宋
代
両
浙
地
域
に
お
け
る
市
舶
司
行
政
」『
東
洋
史
研
究
』
六
九
―
一
、六
〇
―
九
一
頁
。
　
二
〇
一
三　
 「
外
交
文
書
よ
り
見
た
宋
代
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
」
平
田
・
遠
藤
二
〇
一
三
、一
二
七
―
一
五
三
頁
。
　
二
〇
一
七　
 「
帝
国
の
中
世
―
―
中
華
帝
国
論
の
は
ざ
ま
―
―
」
渡
辺
信
一
郎
・
西
村
成
雄
（
編
）『
中
国
の
国
家
体
制
を
ど
う
み
る
か
―
―
伝
統
と
近
代
―
―
』
汲
古
書
院
、
一
八
七
―
二
〇
八
頁
。
46
與
座
良
一 Y
O
ZA
Ryoichi
　
二
〇
〇
九
ａ 
「
熙
豊
年
間
の
軍
制
改
革
―
―
保
甲
法
と
将
兵
法
を
中
心
と
し
て
―
―
」『
鷹
陵
史
学
』
三
五
、一
―
二
一
頁
。
　
二
〇
〇
九
ｂ 
「
北
宋
の
将
兵
法
に
つ
い
て
」『
東
洋
学
報
』
九
一
―
三
、三
三
―
六
九
頁
。
　
二
〇
一
〇　
 「
北
宋
期
、
陝
西
に
お
け
る
将
兵
法
に
つ
い
て
」『
鷹
陵
史
学
』
三
六
、二
三
―
四
五
頁
。
張
徳
宗 ZH
A
N
GD
ezong
　
一
九
八
三　
 「
北
宋
的
禁
兵
制
度
」
中
州
書
画
社
（
編
）『
宋
史
論
集
』
中
州
書
画
社
、
二
〇
二
―
二
一
五
頁
。
張
禕 ZH
A
N
GH
ai
　
二
〇
〇
九　
 「
制
詔
勅
札
与
北
宋
的
政
令
頒
行
」
北
京
大
学
博
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《宋西北边境军政文书》中所见的宋代文书书式与其传递：
以宋代文书体系的复原为目的
 伊藤一马
　当今学界，有关宋代文书的研究呈现出一片蓬勃之象。究其原因，既有来自与文书制度相关
的政治史、外交史等多个领域的关心的高涨，也可归为宋代史史料环境的改善，如文书史料的
增加。与秦汉时期的简牍史料、唐代的敦煌吐鲁番出土文书、元代《元典章》及黑水城出土文
书、明清时期的档案材料相比，宋代史研究历来缺乏文书史料，文书研究的进展也略显艰难。
不过，近年来宋代文书研究渐渐开始出现累累硕果，而这种趋势将来或也将持续下去。然而尽
管如此，宋代文书研究却也面临着重大的课题―即宋代文书体系的整体样貌的复原。本文通
过对《宋西北边境军政文书》（以下简称《宋西北文书》）的分析，以求窥宋代地方文书行政之
一斑，对宋代文书体系整体样貌的复原作一尝试。
　通过《宋西北文书》，状、牒、札付（札子）、帖等地方官司之间相互往来的文书实例都可以
得到确认。首先，状式文书作为上行文书，主要是由鄜延路第七将统属下的堡寨、以及堡寨中
配置的军队和人员向鄜延路第七将发出时使用；其次的牒式文书主要为平行文书，为延安府或
保安军、以及同级的鄜延路第十将向鄜延路第七将发出时使用，有时也在非统属关系的往来文
书中临时使用；而札付（札子）在《司马氏书仪》或《庆元条法事类》中不见记载，但可以确
认为鄜延路经略安抚使司或都总管司发向鄜延路第七将的下行文书。最后的帖式文书，是《宋
西北文书》中唯一由鄜延路第七将发出的下行文书。不过，这类帖式文书也具有通行许可证的
功能，可以判断它们最终仍会返回鄜延路第七将之处。
　除此之外，由《宋西北文书》中不同文书的内容，还可以确认一些关于文书收发关系的事实。
例如，鄜延路第七将向其统属下的堡寨发送下行文书时，使用的是牒式文书；又如，鄜延路第
七将向鄜延路经略安抚使司发送文书时，文书书式虽然无法确定，但可以判断“申”字是一个关
键字。另外，县与堡寨、或是堡寨与堡寨之间，也使用式。此外，经略安抚使司发文书给保安
军时，使用的也是牒式文书。
　通过以上《宋西北文书》中能够确认的文书传递相关信息，可以复原在从北宋末期到南宋初
期的地方文书传递过程。不过，《宋西北文书》史料群本身有诸多局限，这种文书行政的流程
定型于何时，又持续到何时，在其他地区是否也能适用，诸如这些问题，今后还需通过与其他
文书史料群或编纂史料进行比较与对照，加以探讨。
